


研究開発の内容

研究開発の目的

l  高速ネットワークへ実装可能な物理レイヤーでの量子暗号技術の基礎を
確立

l  不確定性原理に基づく量子通信の安全性理論

l  弱測定によって通信路の擾乱を計測する基礎技術を開発 
l  盗聴通信路のための新しい符号化方式の開発

研究内容

l  究極の不確定性原理：世界最強の誤差擾乱不等式の導出

l  弱測定擾乱計測法の開発と光による実験的実証

l  浜田符号の開発と回転ゲートの最適分解で教科書を書き換える成果







今後の展開及び波及効果創出

l  量子情報技術：擾乱計測技術に基づく物理レイヤーでの量
子暗号の基礎技術の実証
l  高速光ネットワークに実装可能な多様な量子暗号通信の開発が可能

に 

l  量子論の基礎：量子測定の「誤差」と「擾乱」は、草創期の量
子ミステリーから計測可能な物理量に

l  現代物理学の基本原理の見直し

l  新しい科学技術：「不確定性原理」と「弱測定擾乱計測法」に
もとづく新しい科学技術の創出
l  中性子から光子へ．単一光子から多光子数状態へ．さらに、直交位

相等の連続変数やそれらのハイブリッド系へ展開


